


日本赤十字社神奈川県支部・神奈川県オールトヨタ販売店
協働事業展開

～ひとりでも多くの県民のいのちと健康を守る取り組み～

災害時の円滑な
救護活動のために

地域の
防災力向上のために

赤十字を通じて
社会に貢献するために

協働事業の

3つの柱

・トヨタ販売店の活用

・レンタカーの優先的な借用

・救護活動用車両の提供

・救護活動に必要な
物品の提供

・救急法講習会の実施

・赤十字防災セミナーの実施

・減災セミナーの実施

・トヨタ販売店での
広報イベント

・献血協力

・赤十字活動資金への協力

・赤十字パンフレットの配架
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・トヨタ販売店の活用
→赤十字救護班が休憩、仮眠などのための立ち
寄り利用が可能

→給油サービス実施店での優先的な給油が可能

・レンタカーの優先的な借用
→救護活動の形態に合わせた車種選定が可能

・救護活動用車両の提供
→電源供給車や資機材運搬車の支援が可能

・救護活動に必要な物品の提供
→救護活動に不足した物品の支援が可能

協働事業の具体的な取り組み

災害時の円滑な
救護活動の
ために

地域の
防災力向上の
ために

赤十字を通じて
社会に貢献する

ために

＜実際の事例＞
医療機関での新型コロナウイルス感染症対策にかかる感染防護衣の
代替品として各店舗が保有するレインコート（1,780着）を提供。

・救急法講習会の実施
→いざというときに行動を起こすために
店舗スタッフ対象の講習実施

・赤十字防災セミナーの実施
・減災セミナーの実施
→店舗スタッフだけでなく地域住民も
巻き込んだ防災・減災思想の普及

・トヨタ販売店での広報イベント
→地域住民を対象とした自助・共助の意識を
高めるための広報イベントの実施

・献血協力
→店舗スタッフや家族の献血協力
→店舗や関連企業への献血バスの派遣

・赤十字活動資金への協力
→店舗への募金箱の設置

・赤十字パンフレットの配架
→店舗へのパンフレットや防災関係チラシの配架
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・防災に関する知識不足

・近隣住民同士の連帯感の不足

・地域の防災活動の後継者不足

・若年層の地域活動参加の低迷

・日赤の持つ活動インフラや
リソースの不足

・・・・対応の幅に限界

県内全域にバランスよく販売店のネットワークを構築している
神奈川県オールトヨタ販売店と連携

日赤とともにいのちを守る

パートナー が必要！

地域での

「救う」「備える」「守る」

普及活動が重要

災害時に赤十字が
地域の皆様をサポートするため

活動拠点が重要

ひとりでも多くのいのちを守るために！
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神奈川トヨタ自動車 横浜トヨペット

ネッツトヨタ神奈川

トヨタレンタリース神奈川

トヨタカローラ神奈川

トヨタモビリティパーツ

トヨタレンタリース横浜



日本赤十字社神奈川県支部の強化事業
（令和元年度実績）

『救う』

『備える』

『守る』

医療救護活動

医療救護班を派遣した災害

・台風第15号災害（千葉県）
・台風第19号災害（福島県）

救援物資の配布

備蓄している主な救援物資

・毛布 19,090枚
・緊急セット 5,934セット
・タオルケット 3,000枚

医療救護訓練

医療救護班が参加した主な救護訓練

・九都県市合同防災訓練
・大規模地震時医療活動訓練（政府主催）

・海上保安庁合同訓練

防災・減災活動

地域のボランティアと連携して
防災・減災プログラムを実施

・16回、546人がプログラムを受講

救護資機材の整備

災害救護のために整備した主な物品

・救急車
・ワンタッチテント
・救護活動用パソコン

健康安全事業

ボランティアの協力のもと講習会を実施

・救急法 721回 20,510人
・水上安全法 99回 2,846人
・幼児安全法 181回 3,452人
・健康生活支援講習 88回 2,306人
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